
『
三
多
摩
分
離

』
研
究
の
課
題

内
　
田
　
修
　
道

多
摩
川
沿
い
に
明
快
な
神
奈
川
の
県
境
が
Ｊ
Ｒ
南
部
線
稲
田
堤
と
矢
野
口
の

間
で
急
に
南

へ
下
り
、
天
狗
の
鼻
の
よ
う
に
と
び
で
た
川
崎
市
の
麻
生
区
が
東

京
都
の
稲
城
市
、
多
摩
市
、
町
田
市
と
接
し
、
町
田
市
が
ま
る
で
地
中
に
深
く

埋
ま

っ
て
い
る
薩
摩
芋
の
よ
う
に
川
崎
、
横
浜
、
大
和
、
相
模
原
の
各
市
と
接

し
て
い
る
。
こ
の
ど
う
み
て
も
不
自
然
な
県
境
が
設
定
さ
れ
た
の
は

一
八
九
二

年
四
月

一
日
、
そ
れ
か
ら
今
年
で
百
年
に
な
る
。
俗
に

『
三
多
摩
分
こ

と
言

わ
れ
て
い
る
。

こ
の

『
三
多
摩
分
離
』

に
つ
い
て
私
が
県
史
に
書
い
た
の
は
八
〇
年
、
そ
し

て
十
年
余
の
空
自
の
後
、
九

一
年
に
至

っ
て
相
次
い
で
批
判
視
点
が
提
起
さ
れ

（
『
京
浜
歴
科
研
会
報
』
八
二
、
八
三
号
）
、
新
し
い
実
証
を
と
も
な

っ
た
作

品
が
現
れ
た
。
梅
田
定
宏

「
三
多
摩
移
管
と
北
多
摩
郡
」

（
『
国
分
寺
市
史
』

下
巻
）
、
同

「
東
京
府
移
管
問
題
の
再
検
討
―

『
移
管
推
進
派
』

の
形
成
と
そ

の
背
景
」

（地
方
史
研
究
協
議
会
編

『
「
開
発
」
と
地
域
民
衆
』
）
な
ど
。

梅
田
は
吉
野
泰
三
関
係
文
書
を
駆
使
し
、
北
多
摩
に
お
け
る

「
吉
野
派
」
と

比
留
間
雄
亮
ら

「
改
進
派
」
、
八
王
子
の

「
平
林
派
」
を
考
察
し
、
比
留
間
等

が
独
自
に
推
し
進
め
て
い
た
移
管
推
進
に
吉
野
等
も
相
乗
り
し
、
移
管
推
進
派

が
有
力
な
政
治
勢
力
と
な
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
力
を
神
奈
川

県
知
事
内
海
忠
勝
の
上
申

や
府
知
事
　
警
視
総
監
の
移
管
上
申
と
関
連
さ
せ
、

議
会
に
お
い
て
国
民
協
会
　
改
進
党
を
動
か
し
、
そ
の
合
成
力
が
移
管
法
案
を

成
立
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
即
ち
予
め
地
元
推
進
派

・
東
京
府

・
政
党

・
政
府

の
間
で
出
来
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
出
来
て
い
た
」
証
拠
は
な

く
推
論
で
あ
る
。
法
案
提
出
の
前
提
で
あ
る
政
府
が
予
め
多
数
派
工
作
に
成
功

し
た
と
い
う
決
定
的
な
事
実
は
な
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
移
管
後
反

対
の
動
き
は

一
年
ほ
ど
で
終
り
、　
一
八
九
六
年
政
府
か
ら

「
東
京
都
制
案
」
と

共
に
郡
部
を
県
域
と
す
る

「
武
蔵
県
」
設
置
案
が
提
案
さ
れ
る
と
、
自
由
党
は

猛
烈
に
反
対
し
東
京
府
管
轄
を
求
め
た
。
梅
出
は

『
三
多
摩
分
離
』
か
ら
こ
れ

ら
の

一
連
の
動
き
を
と
ら
え
て
三
多
摩
全
体
が

「
横
浜
指
向
か
ら
東
京
指
向

へ
」

と
動
い
た
と
評
価
す
る
。
こ
の

「
横
浜
指
向
」
と
は
横
浜
を
窓
日
と
し
て
生
糸

貿
易
を
通
し
て
海
外
に
直
結
し
よ
う
と
い
う
指
向

（自
由
民
権
期
）
で
あ
り
、

「
地
域
の
発
展
を
図
れ
る
可
能
性
」
を
そ
こ
に
発
見
し
、
今
後
の
研
究
課
題
を

そ
こ
に
見
出
し
て
い
る
。
梅
田
が
こ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
背
景
に
は
、

「
戦

後
、　
コ

一多
摩
格
差
の
是
正
』
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。
こ
の
主

張
は
、
三
多
摩
側
の
主
張
と
し
て
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
考
え
方
に
は

『
東
京
』
に
近
づ
こ
う
と
す
る
発
想
が
強
く
、
三
多

摩
の
地
域
特
性
に
基
づ
い
て
地
域
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
意
識
は
薄
い
」
翁
都

制
案
と
三
多
摩
」
、

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
五
四
号
）
と
い
う
三
多
摩
の
現
状
に

対
す
る
認
識
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
課
題
は
「
地
域
の
発
展
を
図
れ
る
可
能
性

」

を
自
由
民
権
期
に
求
め
る
方
向
性
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
代
民
主
主
義
の
源

流
と
し
て
考
察
さ
れ
て
き
た
自
由
民
権
運
動
研
究
が
帝
国
議
会
開
設
以
降
に
展

望
を
持
ち
え
な
か

っ
た
と
同
じ
轍
を
踏
む
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
東
京
指
向
」

は
構
造
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と

「
東
京
指
向
」
構
造
化

の
過
程
の
解
明

（
言
葉
と
し
て
は
簡
単
だ
が
）
に
こ
そ

「
地
域
の
発
展
を
図
れ

る
可
能
性
」
を
さ
ぐ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
最
近
の
成
果
で
は

「
東
京
指
向
」

構
造
化
解
明
の
契
機
と
な
る
す
ぐ
れ
た
研
究
に
、
佐
藤
正
広

「
甲
武
鉄
道
の
開

通
」

（
『
国
分
寺
市
史
』
下
巻
）
が
あ
る
。

以
上
の
他
、　
で

一多
摩
分
置

研
究
に
関
す
る
課
題
は
、
①
府
県
制

・
郡
制

の
施
行
に
あ
れ
ほ
ど
慎
重
で
あ

っ
た
政
府
が
、
な
ぜ
府
県
境
域
の
変
更
を
意
図

し
、
同
時
議
会
の
多
数
派
を
制
す
る
見
通
し
を
持

っ
た
の
か
、
②
移
管
推
進
の

指
令
部
役
割
を
果
た
し
て
い
た
東
京
府
は
移
管
後
す
ぐ
に
二
多
摩
を
邪
魔
物
扱

い
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
三
多
摩
が
移
管
後
東
京
府
か
ら
の
切
り
離
し
に

も
う
反
発
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
③
な
ぜ
自
由
党
も
改
進
党
も
第
四
議
会
の
報
告

書
に

一
行
も
三
多
摩
分
離
を
扱
わ
な
か

っ
た
の
か

（経
済
的
要
求
＝
地
域
利
害

と
政
治
と
の
関
係
）
、
④
分
離
反
対
の
請
願
書
に
伺
も
住
民
に
問
わ
な
い
で
実

施
し
た
こ
と
に
対
す
る
抗
議
意
思
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
所
属
す
る
府
県
制
と

か
ら
め
た
議
論
は
無
く
、
社
会
を
代
弁
す
る
政
党
に
も
こ
の
事
件
を
制
度
論
と

関
係
づ
け
る
議
論
が
見
当
ら
な
い
。
こ
の
事
実
を
ど
う
捉
え
た
ら
よ
い
の
か
、

な
ど
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

（京
浜
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科
学
研
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会
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一
〇
月
記
）
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